
規
制
委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
は
三
回
に
渡
る
ヒ
ア
リ
ン

グ
の
会
議
映
像
と
そ
の
議
事
録

（
一
・
二
回
）
そ
し
て
Ｊ
Ａ
Ｅ
Ａ

提
出
資
料
（
三
回
分
）
が
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。

「
潜
在
的
ハ
ザ
ー
ド
」
と
は

何
か

こ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
は
核

燃
施
設
の
新
基
準
に
関
す

る
作
業
に
入
る
に
あ
た
り
、

検
討
チ
ー
ム
に
対
し
て
Ｊ

Ａ
Ｅ
Ａ
か
ら
「
東
海
再
処
理

工
場
に
あ
る
高
レ
ベ
ル
放

射
性
廃
液
と
プ
ル
ト
ニ
ウ

ム
溶
液
の
潜
在
的
ハ
ザ
ー

ド
の
低
減
が
必
要
で
あ
る
」

と
い
う
意
見
書
が
出
さ
れ

た
こ
と
が
始
ま
り
で
す
。

第
一
回
ヒ
ア
リ
ン
グ
の

冒
頭
で
規
制
委
員
会
司
会

者
は
、「

『
潜
在
的
ハ
ザ
ー

ド
』
と
は
何
な
の
か
、
安
定

化
さ
せ
る
た
め
の
固
化
、
あ

る
い
は
そ
の
具
体
的
方
法
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
あ
る
い
は

あ
る
か
も
し
れ
な
い
マ
イ

ナ
ス
面
、
運
用
に
必
要
な
行

為
な
ど
を
明
確
に
す
る
こ

と
が
目
的
で
す
」
と
述
べ
て

い
ま
す
。

実
態
を
明
ら
か
に
す
る

た
め
こ
の
公
開
資
料
を
読

み
解
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

「
高
放
射
性
廃
液
」
の
総
量

と
発
熱
量
、
水
素
発
生
量

今
回
の
公
開
ヒ
ア
リ
ン

グ
で
東
海
再
処
理
工
場
の

「
高
放
射
性
廃
液
」
（
Ｊ
Ａ

Ｅ
Ａ
は
「
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃

液
」
を
こ
の
よ
う
に
呼
ん
で
い

る
）
と
「
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
溶

液
」
の
量
や
核
種
、
そ
の
放

射
能
量
が
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。

＊
「
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
溶
液
」

も
四
・
七
立
方
㍍
あ
る
と
し

て
い
ま
す
が
、
紙
面
の
都
合

で
、
注
目
の
「
高
レ
ベ
ル
放

射
性
廃
液
」
に
焦
点
を
当
て

て
報
告
し
ま
す
。

「
高
放
射
性
廃
液
」
は
四
〇

六
立
方
㍍
が
Ｈ
Ａ
Ｗ
（
高
レ

ベ
ル
貯
槽
）
施
設
の
五
つ
の

タ
ン
ク
に
保
管
さ
れ
て
い
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２０１４（平成２６）年

  ４ 月 １７日

第１４０号
編集事務局 S.Oshida

   ＴＥＬ・ＦＡＸ 019-623-1636                                                    

三陸の海を放射能から守る                    

岩手の会                               

郵便振替  02240-5-102650  
ホームページ                     

《再処理／岩手の環境》         
http://sanriku.my.coocan.jp/                  

                                      

表１ 高放射性廃液の貯蔵量
（平成２５年８月５日現在）

ＨＡＷ施設（５つの貯槽タンク）

◆容量合計   600ｍ３

◆貯蔵量合計  406ｍ３

◆発熱量合計  343ｋＷ

◆内蔵放射能量合計420京ベクレル

◆沸騰到達時間 タンクごと

最短５５時間～最長９８時間

◆水素４％到達時間 タンクごと

  最短３８時間～最長６０時間

ＭＰ（主工場）にも 24 ｍ３の高放射

性廃液がある。
（第２回ヒアリング添付資料の１２頁の表）

原
子
力
規
制
委
員
会
は
昨
年
十
一
月
二
七
日
『
核
燃
施
設

の
新
規
制
基
準
』
を
正
式
決
定
し
、
政
府
は
閣
議
を
経
て
十

二
月
一
八
日
に
施
行
し
ま
し
た
。
こ
の
新
基
準
案
に
対
し
て

私
た
ち
は
「
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液
を
ゼ
ロ
と
せ
よ
」
と
い

う
意
見
を
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
送
付
し
ま
し
た
。

こ
の
新
基
準
作
成
に
際
し
て
規
制
委
員
会
は
昨
年
八
月
か

ら
十
二
月
に
か
け
て
、『
高
放
射
性
廃
液
』
を
蓄
積
し
て
い
る

茨
城
県
東
海
再
処
理
工
場
を
運
営
す
る
日
本
原
子
力
研
究
開

発
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｅ
Ａ
）
に
対
す
る
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
を
三
回
行
い
、

原
子
力
規
制
委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開
し
ま
し
た
。
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『
再
処
理
工
場
に
お
け
る
潜
在
的
ハ
ザ
ー
ド
の
実
態
把
握

に
関
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
』
と
題
す
る
会
議
録
と
資
料
の
公
開

に
よ
っ
て
、
東
海
再
処
理
工
場
に
蓄
積
し
て
い
る
液
体
状
の

危
険
極
ま
り
な
い
高
放
射
性
廃
液
が
姿
を
現
し
ま
し
た
。

写真１ 高放射性廃液タンク
   第２回ヒヤリング資料１７頁



ま
す
。
Ｍ
Ｐ
（
主
工
場
）
に

は
構
造
上
、
常
に
全
部
が
タ

ン
ク
に
移
送
出
来
な
い
分

が
、
二
四
立
方
㍍
あ
る
と
記

さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

タ
ン
ク
の
大
き
さ
や
廃
液

の
発
熱
量
、
沸
騰
到
達
時
間
、

水
素
四
％
到
達
時
間
が
載

っ
て
い
い
ま
す
。

絶
え
ず
冷
却
し
、
水
素
を
除

去
し
な
い
と
危
機
に
陥
る

資
料
に
は
こ
れ
ま
で
未

公
開
で
あ
っ
た
「
高
放
射
性

廃
液
貯
槽
タ
ン
ク
」
の
写
真

と
組
立
作
業
の
写
真
が
公

開
さ
れ
て
い
ま
す
。
頑
丈
な

ス
テ
ン
レ
ス
鋼
で
出
来
て

い
る
と
言
い
ま
す
が
、
廃
液

は
崩
壊
熱
を
何
年
も
出
し

続
け
、
強
い
放
射
線
に
よ
り

水
素
を
発
生
さ
せ
ま
す
。
写

真
の
よ
う
な
パ
イ
プ
で
冷

却
剤
を
循
環
さ
せ
沸
騰
を

防
ぎ
、
さ
ら
に
発
生
す
る
水

素
を
除
去
し
な
け
れ
ば
爆

発
し
ま
す
。
Ｊ
Ａ
Ｅ
Ａ
の
意

見
書
が
言
う
「
潜
在
的
ハ
ザ

ー
ド
」
で
す
。

電
源
喪
失

や
パ
イ
プ
破
断
に
よ
り
冷

却
や
掃
気
が
出
来
な
く
な

る
と
、
各
タ
ン
ク
は
五
五
時

間
か
ら
九
八
時
間
で
沸
騰

が
始
ま
り
、
三
八
時
間
か
ら

六
〇
時
間
で
水
素
爆
発
の

危
険
が
あ
る
と
し
て
い
ま

す
。

セ
シ
ウ
ム
１
３
７

ス
ト
ロ

ン
チ
ウ
ム
９
０

そ
の
娘
核
種

問
題
は
四
〇
六
立
方
メ

ー
ト
ル
の
廃
液
の
放
射
能

の
莫
大
な
量
で
す
。
今
回
は

核
種
ご
と
の
放
射
能
量
が

公
表
さ
れ
ま
し
た
。（
表
２
）

原
発
で
生
み
出
さ
れ
た

使
用
済
み
核
燃
料
の
「
核
分

裂
生
成
物
」
が
「
廃
液
」
と

な
っ
た
も
の
で
す
が
、
と
ん

で
も
な
い
放
射
能
の
固
ま

り
で
す
。
す
な
わ
ち
セ
シ
ウ

ム
１
３
７(

半
減
期
三
〇
年)

と

バ
リ
ウ
ム
１
３
７
ｍ
（
半
減
期

二
・
五
分
・
セ
シ
ウ
ム
１
３
７

の
娘
核
種
）
が
一
二
〇
京
ベ

ク
レ
ル
づ
つ
、
ス
ト
ロ
ン
チ

ウ
ム
９
０
（
半
減
期
二
九
年
）

と
イ
ッ
ト
リ
ウ
ム
９
０
（
半

減
期
六
四
時
間
・
ス
ト
ロ
ン
チ

ウ
ム
９
０
の
娘
核
種
）
が
八
五

京
ベ
ク
レ
ル
づ
つ
で
、
こ
の

四
核
種
で
九
八
％
を
占
め

ま
す
。
セ
シ
ウ
ム
１
３
７
と

ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
９
０
は

数
百
年
間
以
上
強
力
な
放

射
線
を
出
し
続
け
ま
す
。

万
が
一
少
し
で
も
漏
れ

た
な
ら
大
災
害

表
３
は
、
広
島
原
爆
で
生

成
し
た
セ
シ
ウ
ム
１
３
７
と

福
島
原
発
事
故
で
環
境
排

出
し
た
セ
シ
ウ
ム
１
３
７
の

量
で
す
。
表
２
の
、
東
海
工

場
の
セ
シ
ウ
ム
１
３
７
一
二

〇
京
ベ
ク
レ
ル
を
割
り
算

す
る
と
、
何
と
『
広
島
原
爆

約
一
万
三
〇
〇
〇
発
分
』

『
福
島
原
発
事
故
の
約
八

〇
倍
』
と
い
う
答
が
出
て
き

ま
す
。
あ
ま
り
に
大
き
な
数

字
で
あ
り
、
ち
ょ
っ
と
で
も

環
境
に
漏
れ
た
な
ら
、
首
都

圏
は
じ
め
東
日
本
は
想
像

を
絶
す
る
災
害
に
見
舞
わ

れ
ま
す
。

『
ガ
ラ
ス
固
化
す
る
の
に

 
 

二
〇
年
か
か
る
』

東
海
再
処
理
工
場
の
高

放
射
性
廃
液
は
、
一
九
八
一

年
か
ら
二
〇
〇
二
年
に
か

け
て
使
用
済
み
核
燃
料
約

一
一
四
〇
ト
ン
を
化
学
処

理
（
剪
断
と
溶
解
）
し
て
作

ら
れ
た
も
の
で
す
。
プ
ル
ト

ニ
ウ
ム
と
ウ
ラ
ン
を
再
利

用
す
る
と
言
い
な
が
ら
こ

ん
な
危
険
物
を
貯
め
て
し

ま
い
ま
し
た
。
液
体
状
で
は

危
険
な
た
め
ガ
ラ
ス
固
化

す
る
と
言
い
ま
す
が
、
現
在
、

固
化
作
業
が
ス
ト
ッ
プ
し

て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
Ｅ
Ａ
は
「
年
間
三
五

体
の
ガ
ラ
ス
固
化
体
な
ら

ば
何
と
か
や
れ
る
。
そ
の
割

合
で
作
業
す
る
と
約
二
〇

年
か
か
る
」
と
し
、
「
二
〇

年
の
間
に
は
ガ
ラ
ス
溶
融

炉
な
ど
の
機
器
に
お
い
て

耐
用
年
数
に
達
す
る
も
の

が
あ
り
改
修
の
必
要
が
あ

る
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。

二
〇
年
間
に
地
震
や
津
波
、

そ
の
他
の
事
故
に
襲
わ
れ

る
可
能
性
が
な
い
と
い
え

る
で
し
ょ
う
か
？

六
ヶ
所
再
処
理
工
場
へ
も

公
開
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
！

青
森
県
六
ヶ
所
工
場
で

も
、
肝
心
の
ガ
ラ
ス
固
化
の

た
め
の
溶
融
炉
（
電
気
炉
の

一
種
）
の
技
術
が
確
立
さ
れ

た
の
か
ど
う
か
、
国
の
審
査

が
行
わ
れ
て
お
ら
ず
不
明

な
ま
ま
、
新
規
制
基
準
の
審

査
が
行
わ
れ
て
お
り
問
題

で
す
。
Ｊ
Ａ
Ｅ
Ａ
に
行
っ
た

よ
う
な
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
青

森
県
六
ヶ
所
工
場
に
も
行

う
べ
き
で
す
。
再
処
理
工
場

の
実
態
は
「
潜
在
的
過
酷
大

災
害
」
の
危
険
を
秘
め
て
い

ま
す
。
今
決
断
す
べ
き
は
、

再
処
理
か
ら
即
時
撤
退
を

決
め
、
全
国
の
知
恵
を
集
め

て
高
レ
ベ
ル
廃
液
の
安
全

化
に
向
け
国
力
を
挙
げ
て

取
り
組
む
こ
と
で
す
。（
尚
）

表２ 高放射性廃液の貯蔵量（2013.8.5 現在）

  ＨＡＷ施設 ５つのタンク合計 割合（％）

セシウム１３７     1.2×１０１８ベクレル 28.6

バリウム１３７ｍ   1.2×１０１８ベクレル 28.6

ストロンチウム９０ 8.5×１０１７ベクレル 20.2

イットリウム９０  8.5×１０１７ベクレル 20.2

アメリシウム２４１ 2.1×１０１6ベクレル  0.5

キュリウム２４４  1.0×１０１６ベクレル  0.2

ルテニウム１０６  4.2×１０１3
ベクレル  0.001

合計      4.1×１０１8
ベクレル 98.3

（第２回ヒアリング添付資料１３頁の表）

表３ 広島原爆排出放射能量（セシウム１３７）

8.9×１０１３Bｑ（ ８９兆 Bq）

福島原発事故排出放射能量（セシウム１３７）

1.5×１０１６Bｑ（１．５京 Bq）

（2011.8.26 原子力安全・保安院の国会答弁）

写真２ 貯槽タンクの冷却パイプ

（第２回ヒヤリング資料１７頁）

場所 茨城県那珂郡東海村豊岡１

日時 ２０１４年４月２７日（日）

（雨天時は２９日 再び雨天時 ５月６日）

9:30 受付スタート 10:30 主催者挨拶

    飛べ！ 風船 １０００個

  10:50 まとめのお話  11:30 解散

東海第二原発のそ

ばから風船を空に放

つと、風船は「どこ

へ」、「どこまで」飛

んでゆくのか？


